
“子どもの命守れ”
福島第一原発は、１号機

のみならず２号機、３号機

までメルトダウンしていた

ことが明らかとなった。政

府は、２カ月間もの間、こ

の重大な事実をひた隠し、

住民を放射能汚染にさらし

続けてきたのだ。そのすべ

てが、原発での金儲けと核

を持ちたいという理由のた

めだ！ こんなふざけた国

があるのか。

もう怒りは限界を超えた。

フクシマの母親たちは、５

月23日、東京･霞ヶ関の文

部科学省に詰め寄った。文

科省が、福島県の学校での

被曝線量上限を１ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ

から20ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄに引き上げ

る決定をした（国による殺人だ！）ことの撤回を求め、

原発即時廃止の意志を突きつけるためだ。

高木文部科学大臣は、面会すら拒否した。子どもの命

も未来もすべてを奪い去る資格が菅政権や文部科学省に

あるのか！ このまま黙っていたら国に殺される。フク

シマの怒りに続く時だ。
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原発推進を認める大学の腐敗
その一方で、法大当局がやっていることは何か。

法大当局は突如５月20日に｢東日本大震災復興支援本部｣

を設置、これから学生にボランティアさせるなどと言い

出した。原発が人民の生活を破壊し、震災を口実にした

大失業が学生に襲いかかっている現実を一切批判しない

｢ボランティア｣とは一体何なのか？ かつ学生が原発反

対署名を集めることを｢カルト｣と言いなし、ビラを受け

取る学生を監視・尾行してビデオカメラで撮影する大学

の下での「ボランティア」とは一体何だ？

要するに、大震災と原発事故の原因である国と資本、

大学の犯罪を隠蔽する運動に学生を取り込もうというこ

とではないか。どこまで腐っているのか！

すべての怒りを６・５国鉄大集会ー

６・11反原発全国一斉デモへ
斎藤郁真・文化連盟委員長は、福島の怒りの最先頭で

農民殺しと原発推進に抗議して立ち上がった。裁判所と

国家権力は彼のような行動に、私たちを始めすべての学

生が立ち上がることを恐れているがゆえに逮捕に踏み切っ

たのだ。ここに社会を変える展望がある。斎藤郁真君に

続こう！ 原発を廃棄し、私たちが生きられる社会を作

り出すために、６・５国鉄大集会ー６・11反原発デモへ。

大失業と原発事故に立ち向かい、労働運動・学生運動を

甦らせよう。６・５集会には、被災地の宮城や福島から

闘う仲間も来る。法大キャンパスから大挙駆けつけ、被

災地の怒りと合流しよう。

≪行動方針≫
(1)クラス、サークルから、キャ

ンパスで原発反対署名を集めよう！

(2)国鉄闘争全国運動６・５大集

会に集まろう！
新自由主義に立ち向かってきた国鉄闘争を軸に、

震災解雇と闘う集会です。【13時、日比谷公会堂】

(3)６・11反原発全国一斉デモ
東京での方針がわかり次第、ビラでお伝えして

いきます。

織田陽介･全学連委員長
からのメッセージ
「現闘本部の強制執行に対して、50人

の逮捕を出す第一弾の阻止闘争を意気

高く打ち抜くことができたと思います。

始まった大衆行動に三里塚闘争がかみ

合い始めています。獄内外団結して現

闘本部を守り抜こう！」

斎藤郁真･文化連盟委員長ら
38名をただちに取り戻そう！

法政大学で原発反対を訴え、学生自治を

守る先頭に立ってきた斎藤郁真君ら50人が、

５月20日、農民殺しと原発推進の裁判所に

抗議する行動によってまったく不当にも逮

捕された。現在38人が勾留されている。こ

んな暴挙断じて許せない。

農民・労働者・学生を弾圧して国策を強

行する腐った裁判所こそ原発事故の元凶で

ある。この弾圧はあくまで原発推進すると

いう菅政権の意志だ。

権力の弾圧に怒りを爆発させ、６・５国

鉄大集会で大反撃しよう！


